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富士見市に鶴富士見市に鶴富士見市に鶴富士見市に鶴((((タンチョウタンチョウタンチョウタンチョウ))))が居たが居たが居たが居た????      市民学芸員市民学芸員市民学芸員市民学芸員        小森小森小森小森    和雄和雄和雄和雄    

    
 冬は渡り鳥の季節です。富士見市に鶴(タ

ンチョウ)が来ていたことがあるといった

ら信じられますか。 

難波田城公園のある富

士見市の荒川沿いの低地

が海だった頃(今から

5500 年から 6000 年前)の

遺跡である水子貝塚の

「展示館」には、貝塚から発見された縄文

時代の人が食べた動物の骨が展示されてい

ます。その中に、イノシシやシカなどとと

もに、鶴の骨があります。 

また、富士見市内には、江戸

時代に尾張藩鷹場があったこと

を示す石杭(当資料館にレプリ

カ展示)があり、江戸の尾張藩上

屋敷からは「鶴」の骨が多く発

掘されています。江戸末期に病

気の 父親のため、禁鳥の鶴を獲

り刑に処せられた「孝子太郎兵

衛」の話が、本郷中学校裏門の

小川の辺にある墓といわれてい

る石塔とともに

語り継がれてい

ます。調べてみ

ると江戸時代、

鶴は特別な鳥で、

庶民には捕獲が

厳禁になってい

ました。そして、

東京には確実に

鶴がきていまし

た。その場所は

三河島で、将軍

の鶴の鷹狩りの

場となっていた

ことが、浮世絵

師安藤広重の「名所江戸百景」に描かれて

いる等記録が残されています。鶴は鷹より

はるかに大きく

野生では襲われ

ることはありま

せんが、特別に

訓練した鷹で狩

りをしたのだそ

うです。鶴の鷹

狩りを描いた

「鷙鳥図(シチ

ョウズ)」も残さ

れています。 

昭和 53 年 10 月発行の「広報ふじみ 167

号」に掲載された「郷土(ふるさと)の歴史」

によれば、【富士見市鶴間(江戸時代に鶴馬

に改名)の地名の起こりの「間」はアイヌ語

で、わずかな水面・湖沼の意味があるとい

います。昔この地辺一帯が低湿な地であっ

たので、この名が起ったと見てよいでしょ

う。鶴の意味は明らかではありませんが、

おそらく鶴が飛来するのを見て自然に起っ

た名ではないでしょうか。(富士見市史編さ

ん委員の山口和夫氏)】と、地名の起りは鶴

が飛来していたからだとの説が紹介されて

います。 

現在は耕地整理が行なわれ、田んぼも乾

田化してしまいましたが、かつての荒川や

新河岸川一帯は湿地帯で、エサの豊富な越

冬地として鶴にとっては住みやすい場所で

はなかったのでしょうか。 

富士見江川沿いに「孝

子太郎兵衛の墓」「水子

貝塚公園」を経て「難波

田城公園」まで約 3Km、

「鶴」を求めての歴史散

歩はいかがでしょうか。 

水子貝塚展示・鶴の骨 

石杭(ﾚﾌﾟﾘｶ) 

孝子太郎兵衛の墓と称されている石塔 

 江戸東京博物館蔵書の浮世絵 

「徳川将軍家と鷹狩」展より   
(平成 17 年江戸東京博物館) 

上野動物園で撮影 
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オリジナル羽子板・コマづくり 

市民学芸員市民学芸員市民学芸員市民学芸員のページのページのページのページ  ＊このページは市民学芸員（広報担当）が原稿を執筆、編集しました。 

このコーナーは、難波田城公園での体験事業やイベントの

紹介・報告・参加者の感想などを取り上げます。 

お正月を中心とした冬の遊びとして、男の

子は「コマ」、女の子は「羽根つき」があげられ

ます。そこで、12 月から 1 月にかけて、何回

かコマと羽子板づくりが当館講座室において

開催されています。既にコマや羽子板の形に

加工してあるものに、参加者が絵を描き着色

すれば完成です。 

 コマの場合は、絵を描くというより、見た目

の美しさや回った時の色具合や姿を想像し

て着色すると言ったほうが適切かと思います。

子供達と共に童心に帰って製作に励んでいる

お父さんもいます。 

羽子板づくりは、長さ 30ｃｍ程のホウの板

に思い思いの絵を描いて仕上げます。絵が描

きやすいように、絵カルタや動物の絵、更に

は、板に写し取りやすいように動物や植物の

形をくり抜いた板等が用意されています。女

の子と母親とで羽子板づくりをする姿は微笑

ましいです。下絵を描いたら絵の具で着色し、

ドライヤーで乾かしてます。1 時間ほどで完成

です。完成後は陽のあたる旧金子家住宅の

前庭で、自作のコマや羽子板で楽しそうに遊

んでいる親子の姿が印象的です。 
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私の羽子板!! 
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醤油づくりの道具
し ょ う ゆ

このコーナーでは、当資料館所蔵の資料を紹介し

ます。今では使われなくなった道具からわたしたち

の身近な歴史をひもといてみたいと思います。

3 月 6 日から開催する「平成 22 年春季企画展

富士見のみそ・しょうゆ」の展示資料の一部を

紹介します。

醤油も手づくり醤油も手づくり醤油も手づくり醤油も手づくり

富士見市域の多くの農家では、昭和 30 年代ま

。で味噌に加えて醤油も自宅でつくっていました

醤油しぼりの道具がある家では家族や親せきで

つくりましたが、巡回醤油屋を頼んだ家が多か

ったようです。

巡回醤油屋とは巡回醤油屋とは巡回醤油屋とは巡回醤油屋とは

巡回醤油屋は「醤油屋」と

呼ばれました 依頼を受け 麹。 、
こうじ

づくりから醤油しぼりまでを

行います。リヤカーに荷物を

積んで依頼主の家に行き、用意

された材料とその家の設備を使

って醤油づくりを行いました。南畑地区に出入
なんばた

りしていた巡回醤油屋は、下南畑・久下戸（川
く げ ど

越市 ・志木の 3 軒でした。）

市内南畑新田の市川長蔵さん（大正 14 年

-1925-生まれ）は、昭和 20 年（1945）から 32

年（1957）頃まで志木の親方のもとで働きまし

た。市川さんに当時の様子をうかがいました。

醤油づくりの工程①醤油づくりの工程①醤油づくりの工程①醤油づくりの工程①

醤油づくりの工程は、大きく分けると諸味づ
も ろ み

くりと醤油しぼりに分かれます。

5 月から 10 月いっぱいの季節には、諸味づく

りの最初の工程「麹ごしらえ」をしました。こ
こうじ

の工程は 2 日間です。1 日目、まず小麦を煎り
い

ます。大釜用のカマドにのせた大きなホウロク
おおがま

（写真 2）に小麦を入れ、竹 箒でならすように
たかぼうき

煎りました。1 度に 7 ～ 8 合ずつ数回に分けて

煎りました。

小麦煎りを終えると、

カマドの火はそのまま

にしてホウロクを大釜

に替え、大豆を翌朝ま

で煮ます。この間に小麦

、 。を石臼にかけ 砕きます

写真 1

市川長蔵さん

写真 2 ホウロク

最大長 65cm。

2 日目は麹を仕込みま

す。前日の小麦と大豆を合

、 。わせ 麹を入れて混ぜます

麹菌は買わず、巡回醤油屋

自身が手がけた麹を少しず

つもらってきて、使いまし

た。麹を寝かせる場所は物

置の土間で、ワラの上に敷

いたムシロや麹 箱（麹 蓋
こうじばこ こうじぶた

とも）に広げてフタをしま

す。

醤油づくりの工程②醤油づくりの工程②醤油づくりの工程②醤油づくりの工程②

寝かせた麹は 1 日～ 1 日半で熱が

上がるので、温度が上がりすぎない

ように 1 日に 1 回は「手入れ」をし

ます。およそ 1 週間後、熱が下がる

と麹が完成します。この麹を水と塩

と一緒に仕込み桶（諸味樽、醤油樽
おけ も ろ み だ る しょうゆだる

とも。写真 3）の中に仕込みます。

これが「諸味」です。
も ろ み

仕込み桶は日当たりの良い場所におき、1 日

に 1 回、櫂棒（かきまぜ棒とも）でかき混ぜま
かいぼう

す（写真 4 。これは家の人の仕事でした。）

醤油づくりの工程③醤油づくりの工程③醤油づくりの工程③醤油づくりの工程③

半年から 1 年後、熟

成した諸味をしぼりま

す。これが、11 月か

ら 4 月に行った「醤油

しぼり」です。諸味を

片口鉢ですくい、麻袋

（ ）に入れてフネ 写真 5

の中に並べます。フネ

の下にある受けの口か

ら落ちる生醤油を四斗
きじょうゆ し と

樽で受け、釜で「火入
だる

れ」をすると、醤油の完成です。

小麦 2 斗と大豆 2 斗の材料で、6 斗（108 リッ

トル）の醤油ができました。だいたい 1 年で使

。 。い切る量でした しぼりカスは肥料にしました

写真 3 モロミダル

高さ 83cm・容量約 2 石
こく

（360 リットル 。）

写真 4

櫂棒

（ ）写真 5 フネ 醤油しぼり機

本体部分の幅 134cm・奥行 67

cm・高さ 70cm。下南畑の巡

回醤油屋が使用したもの。



第１４回ふるさと探訪 ～東大久保の自然と文化財を訪ねる～ 

と   き／５月９日(日) 

集   合／キラリ☆ふじみ午前９時 

主な見学地／キラリ☆ふじみ→蛇木河岸跡→大澤家長屋門･穀蔵→元鷹場鳥見役→長谷寺→

老人福祉センター（昼食）→びん沼自然公園→車地蔵→ 

文化の杜公園（解散、午後３時）行程約９km 

定   員／40人 

参 加 費／300円（資料代など） 

持 ち 物／昼食・飲み物・雨具・敷物など 

申 込 み／５月６日（木）までに難波田城資料館へ 

主   催／難波田城資料館・資料館友の会ふるさと探訪部会 

＊＊＊春のイベント予定＊＊＊ 

平成 22 年春季企画展 富士見のみそ・しょうゆ 
３月６日（土）～５月９日（日） 
会  場／資料館特別展示室 
農家の自家製の味噌・醤油づくりや、市内で江戸

時代から醤油を製造販売していた家などについ

て紹介します。 

手作りみそ“ふじみ育ち”販売 

企画展会期中、公園内の売店“ちょっ蔵”で市内

“手づくり村”のみそを販売します 

 営業日：火・木・土・日・祝 10:30～15:30 

 

 
企画展関連講演会 

「「「「醤油醸造醤油醸造醤油醸造醤油醸造のののの地域史地域史地域史地域史    ----関東地方関東地方関東地方関東地方をををを中心中心中心中心にににに----」」」」    

かつては多くの村に中小の醤油メーカーがあり

ました。その生産・流通から農村の経済史を考え

ます。 

講 師 井奥成彦氏（慶應義塾大学文学部教授） 

会 場 資料館講座室 

日 時 3月 22日(祝) 午後１時30分～３時 

定 員 30人（申込み順） 

ゴールデンウィークイベント案内（４月 29 日～５月５日） 

よろいを着てみよう、紙のかぶとづくり（有料）、コイノボリづくり、五右衛門風呂入浴体験（要水着・タオル）

など、様々なイベントを行います。ぜひご参加ください。詳しくは、４月のイベント案内をご覧下さい。 

難波田城公園まつり 

と き ６月６日（日）午前１０時～午後４時 

※詳しい内容は、「広報ふじみ」をご覧ください。 

ちょっ蔵市（難波田城公園活用推進協議会主催）  〈開園時間変更のお知らせ〉 

３月２８日（日）くさもち販売             ４月から９月の間、公園の開園時間が午後６時と 

４月 2５日（日）かしわもち販売            なります。資料館と古民家は午後５時までです。 

 ※時間は午前 11時から。売り切れ次第終了です。
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◆資料館 休 館 日／月曜日（祝日を除く）、祝日の翌日（土曜日・日曜日を除く）、年末年始  開館時間／午前9時～午後5時 

◇公 園 休 園 日／なし  開園時間／午前9時～午後6時（4月～9月） 午前9時～午後5時（10月～3月） 


